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Oミはり串ら 
発 行 所 

五所川原市役所 

497号 

昭和56年 6月15日 

印刷 卿佐々木印刷工業 

	

市 の 人 口 
	

男 25,691人 
	

世 帯 .数 	14,592 

	

53,069人 
	

女 27,378人 
	

（昭和56年 6 月1日現在）住民基本台帳から 

720人が分列行進 

市消防団の観閲式 

市消防団（高橋清徳団長）の観閲式は、 6月 3日、 

720人の団員が参加して行われました。 

午前 8時30分、五所川原消防署のサイレンの合図で

菊ケ丘運動公園に集合した各消防団員は、早速、本番

さながらの放水訓練をしました。  

このあと、火災予防運動の呼びかけもかねて、岩木

川原の北斗グラウンドまで約 2キロを堂々の分列行進

元町の南小学校裏では寺田市長の観閲を受けました。 

（写真=6月 3日、元町通りで） 
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7月 1 日現在で 

 

事業所統計調査を実施 

七
月
一
日
現
在
で
、

全
国

い
っ
せ
い
に
 
「
事
業
所
統
計

調
査
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の

す
べ
て
の
事
業
所
を
対
象
と

す
る
国
の
最
も
基
本
的
な
統

計
調
査
の
ー

つ
で
あ
り
、
事

業
所
の
名
称
・
所
在
地
・
経

営
組
織
・
開
設
時
期
・

従
業

者
数
な
ど
を
調
査
す
る
も

の

で
す
。
 

事
業
所
と
は
、
「
物
の
生
産

ま
た
は
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が

業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る

一

定
の
場
所
」
の
こ
と
で
あ
り

い
い
か
え
れ
ば
営
利
・
非
営

利
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
事
 

5
7年
度
の
重
点
事
業
 

「人
間
性
豊
か
な
、
住
み
よ
い
、
活
力
あ
る
ま

ち
、
五
所
川
原
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
市
で

は
、
国
や
県
に
要
望
す
る
昭
和
五
十
七
年
度
の
重

点
事
業
を
と
り
ま
と
め
、
五
月
二
十
二
日
、
青
森

市
で
北
村
県
知
事
を
は
じ
め
各
部
課
長
を
招
い
て

説
明
会
を
開
き
、
事
業
の
採
択
・
促
進
を
要
望
し

ま
し
た
。
市
の
五
十
七
年
度
の
重
点
要
望
事
項
は

①
都
市
発

展
の
た
め
の
基
盤
づ

く
り
②
調
和
の
と

れ
た
産
業
の
振
興
瓜m）快
適
な
生
活

環
境
の
形
成
④

健
康
で
明
る
い
市
民
生
活
の
保
障
⑤
人
間
性
を
培

う
教
育
・
文
化
の
充
実
ー
の
長
期
・
基

本
施
策
を

も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
最
重
点
要
望
事
業
が
 

ロ
県
道
妙
堂
崎
・
五
所
川
原

線
橋
梁

（
新
長
大
橋
）
整
備
事

業

（継
続
）
ー
五
十
七

年
度
要

望
、
事
業
費
二
億
四
千
万
円
、
 

事
業
内
容
（
用
地
買
収
、
補
償
、
 

橋
脚
）
 

ロ
＋
川
改
修
事
業

（継
続
）
 

廿
五
十
七
年
度
要
望
、
事
業
費
 

県
（
国）
へ要
望
 

十
五
件
（
予
算
要
望
八
件
、
文
書
要
望
七
件
）
、重

点
要
望
事
業
が

二
十

一
件
（
予
算
要
望
十
六
件
、
 

文
書
要
望
五
件
）
の
合
わ

せ
て
三
十
六
件
で
す
。
 

説
明
会
は
、
当
日
午
前
九
時
半
か
ら
青
森
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
県
側
を
は
じ
め
、
寺
田
市
長
ら
市

三
役
、
関
係
課
長
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
市
長
が
、
 

「
西
北
の
中
心
都
市
と
し
て
高
速
交
通
体
系
の
整

備
、
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
、
人
間
性
豊
か
な
地

域
開
発
に
努
力
し
た
い
」
 
と
あ
い
さつ
、
北
村
知

事
が
、
「
西北
の
中
心
都
市
と
し
て
の
開
発
の
た
め

に
、
県
と
し
て
も
国
の
機
関
に
十
分
働
き
か
け
、
 

援
助
し
て
行
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
 

ロ
公
共
下
水
道
事
業

（継
続
）
 

‘
五
十
七
年
度
要
望
、
事
業
費

十
六
億
四
千
万
円
、
事
業
内
容
 

（
管
き
ょ
〈
汚
水
〉
二
千
八
百

五
十
HH
、
開
き
ょ

〈
雨
水
〉
三

百
H

、
処
理
場
・
機
械
電
気
設

備
）
 

ロ
菊
ケ
丘
運
動
公
園

整
備
事
 

最
重
点
要
望
事
業
（
予
算
要
望
）
 

六
億
円
、
事
業
内
容

（
下
流
部

改
修
の
具
体
化
、
中
泉
・
五
林

平
間
の
改
修
）
 

ロ
旧
十
川
改
修
事
業

（
継
続
）
 

ー
五
十
七
年
度
要
望
、
事
業
費

三
億
六
千
九
百
万
円
、
事
業
内

容

（掘
削
工
事
、

用
地
買
収
、
 

補
償
）
 



業

（継
続
）
ー
五

十
七
年
度
要

望
、
事
業
費
一
億
円
、
事
業
内

容
（駐
車
場
九
千
五
百
平
方
U

、
 

相
撲
場
五
千
四
百

平
方
H

、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
四
千
二
百
平
方
屑
、
 

植
栽
百
本
、
便
所
二
棟
、
園
路

百
五
十
H
)
 

ロ
3

・
4

・
3
漆
川
・
岩
木

町
線
街
路

（立
体
交
差
橋
）
事
 

要 望 

わ
せ
 
市
教
育
 
五
所

川
 

業

（継
続
）
ー
五

十
七
年
度
要

望
、
事
業
費
三
億
三
千
六
百
万

円
、
事
業
内
容

（橋
台
一
基
、
 

橋
脚
四
基
、
桁
製
作
、
擁
壁
工
）
 

ロ
狼
野
長
根
公
園
整
備
事
業
 

（継
続
）
ー
五
十
七
年
度
要
望
、
 

事
業
費
七
千
万
円
、
事
業
内
容
 

（
自由
広
場
七
千

五
百
平
方

H
、
 

ス
ポ
ー
ッ
広
場
三
千

平
方
H

、
 

合
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
身
体
障

害
者
と
交
通
遺
児
に
愛
の
手
を

と
、
寺
田
市
長
に
二
十
万
円
、
 

永
沢
交
通
安
全
母
の
会
会
長
に
 

キ
ャ
ン
プ
場
一
万
四
百
平
方
H

、
 

園
路
三
百

U
)
 

ロ
西
北
中
央
病
院
整
備
事
業
 

（継
続
）
ー
五
十
七
年
度
要
望
、
 

事
業
費
二
十
六
億
五
千
二
百
八

十
四
万
六
千
円
、
事
業
内
容
（病

棟
増
築
七
千

二
百
五
平
方
H

、
 

病
棟
改
築
三
千
九
百
七
十
九
平

方
H
、外
構
工
事
、
設
計
監
理
）
 

十
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
託
し
ま
し

た
。
 

五
月
二
十
四
日
、
市
民
文
化

会
館
で
開
い
た
第
一
回
カ
ラ
オ

ケ
大
会
で
の
収
益
金
の
一
部
を

贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ

い
。
 

今
年
度
は
、
 
「健
（
す
こ
や

か
）
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
り
ズ
 

爆
以
叙
 
参
加
者
を
募
集
 あいさつをする寺田市長 

重点要望事業（予算要望） 

青森県主管部課 

一十
日

（
土
）
 

ロ
お
間
い
合
 

ム
ダ
ン
ス
、
レ
ク
リ
エ
ー
、
ン
ョ
 
委
員
会

・
保
健
 
原
料

飲
店

ン
ダ
ン
ス
（
三
曲
）
で
す
。
 

体
育
課

（
廿
⑩
 
組

合
（
吉

ロ
お
申
込
み
締
切
り
 
六
月
 
三

一
九
一
番
）
 
田
一

雄
組
 

料
飲
店
組
合
で
3
0万
円
寄
付
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働く婦人の家建設事業（新規） 

団体営草地開発整備事業（新規） 

国営附帯県営浅瀬石川地区かんがい排水事業 

（排水改良）（継続） 

国営附帯県営浅瀬石川 2 期地区かんがい排水 

事業（用水改良）（継続） 

国営附帯県営小田川地区かんがい排水事業 

（継続） 

国営附帯県営浪岡川下流地区かんがい排水事 

業（継続） 

国営附帯県営平川地区かんがい排水事業 

（継続） 

県営圃場整備事業（継続） 

県営五所川原地区広域営農団地農道整備事業 

（継続） 

県営五所川原第二地区広域営農団地農道整備 

事業（継続） 

団体営下岩崎地区一般農道整備事業（継続） 

県道俵元～嘉瀬停車場線凍雪害防止及び道路 

改良事業（継続） 

松野木川改修事業（継続） 

3 ・3'1田川～三ッ屋線街路事業（新規） 

南部地区土地区画整理事業（継続） 

歴史民俗資料館建設事業（新規） 

課

課
 
課
 

課

川
画
 
ク
 
化
 
政
 

ク 	 ク 

ク 	 ク 

ク 	 ク 

河
計
 

ク 	 ク 

ク 	 ク 

教育庁 文

商 工 り 
、、LI壬、“ 11' 

ク 

ク 

ク 

農林部 畜 産 課 

土地改良 
ク 

第 一 課 

ク 	 ク 

土地改良 
ク 

第 二 課 

ク 	 ク 

土木部器篇薫 

,
 

業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
賃
金

や
報
酬
を
得
て
働
い
て
い
る

場
所
、
あ
る
い
は
生
計
を
立

て
て
い
る
人
が
い
る
場
所
の

こ
と
で
、
会
社
や
工
場
、
店

舗
、
官
公
庁
、
病
院
、
学
校

の
ほ
か
神
社
、
寺
院
な
ど
も

含
ま
れ
ま
す
。
 

調
査
員
は
、
六
月
下
旬
か

ら
皆
さ
ん
の
事
業
所
を
訪
間

し
、
調
査
票
の
記
入
を
依
頼

し
ま
す
。
そ
し
て
、
七
月
上

旬
ま
で
の
間
に
再
度
皆
さ
ん

の
事
業
所
を
訪
間
し
、
調
査

票
の
取
り
集
め
を
行
い
ま
す

が
、
調
査
員
が
聞
き
取
り
に

よ
っ
て
調
査
し
て
も
よ
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
調
査
に

つ
い
て
ご

不
明
な
点
は
、
市
総
務
課
企

画
室

（
廿
⑩
二
一
一

一
番

・

内
線
三
一
八
ー
三

一
九
番
）
 

へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
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内 園
 

国
 

の 使 

葬
斎
苑

（
火葬
場
）
が
完
成
 

長
者
森
平
和
公
園

の
向
い

に
 

市
が
昨
年
七
月
か
ら
総
工
費

約
一
億
五
千
万
円
を

投
じ
、
長

者
森
平
和
公

園
の
向
い
に
建
設

し
て
い
た
葬
斎
苑
（
そ

う
さ
い

え
ん
）
が
完
成
し
、
六
月
二
日
、
 
 

同
苑
に
寺
田
市
長
を
は
じ
め
工

事
関
係
者
、
来
賓
な
ど
七
十
人

が
出
席
し
て
竣
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

葬
斎
苑
は
、
六
月
一
日
か
ら
 
 

業
務
を
始
め
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
、
市
内
川
山
に
あ

っ
た
火
葬
場
は
老
朽
化
が
激
し

く
、
待
合
室
も
狭
い
こ
と
な
ど

か
ら
早
期
改
善
を
望
む
声
が
出

て
お
り
、
新
し

い
施
設
の
建
設

は
永
年
の
懸
案
と
な
っ
て
い
た
 

一
 

も
の
で
す
。
 

完
成
し
た
葬
斎
苑
は
、
約
七

千
三
百
平
方
H
の
敷
地
に
、
床

面
積
五
百
十
七

・
八
九
平
方

U
 

の
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
平
屋
建

て
で
す
。
 

施
設
内
容
は
、
火
葬
炉
三
基

の
ほ
か
、
胞
衣

（
え
な
）
炉

一

基
、
待
合
室
も

ロ
ビ
ー
の
ほ
か

三
室
を
備
え
て
お
り
、
玄
関
を

入
っ
て
正
面
に
斎
場
も
完
備
し

て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
焼
却
方
法
も
再
燃
焼
 
 

方
式
を
導
入
し
て
い
る
た
め
、
 

無
臭
、
無
公
害
の
最
新
式
施
設

で
す
。
 

市
民
弓
道
教
室
 

受
講
者
を
募
集
 

ロ
と
き
 
毎
週
火
、
土
曜
日

午
後
七
時
 

ロ
と
こ
ろ
 

新
鮮
で
安

い
野
菜
、
魚
を
み

な
さ
ん
の
食
卓
に
供
給
し
よ
う

と
い
う
 
「朝
市
」
 
が
、六
月
一
一

十
一
日

（
日
）
か
ら
十

一
月
」
一

日
（
火
）
ま
で
、
市
庁
舎
前
お

祭
り
広
場
で
開
か
れ
ま
す
。
 

ご
利
用
下
さ
い
。
 
 

場
 ロ

申
込
み
先
 
市
内
新
町
成

田
ハ
ン
コ
店
（
胃
⑩

一
〇
八
三

番
）
 

ロ
締
切
り
 
先
着
順
三
十
人

で
締
め
切
り
ま
す
。
 

主
催
 
五
所
川
原
弓
道
会

後
援
 
市
教
育
委
員
会

な
お
、
六
月
九
日

（
火
）午
 

後
七
時
か
ら
第
一
 
回
目
が始
ま

り
ま
し
た
。
 

「朝
市
」
は
、
期
間
中
毎
朝

四
時
か
ら
七
時
ま
で
開
か
れ
ま

す
。
 

な
お
、
初
日
の
六
月
二
十

一

日
は
、
オ
ー
プ
ン
記
念
の
特
売

を
行
い
ま
す
。
 

一完成した葬斎苑の正面― 

ロ
受
付
時
間
 
午
前
九
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
 

ロ
休
苑
日
 

一
月
一
日
、
 一
月
二
日
、
八
月
十
三
日
 

口
使
用
料
 

〇
市
民
 
無
料
 

〇
市
民
以
外
の
方
 
有
料
 

十
二
歳
以
上
 
七
千
円
 

十
二
歳
未
満
 
五
千
円
 

人
体
の

一
部
及
び
改
葬
の
た
め
の
火
葬
 
千
円
 

口
使
用
に
当
た
っ
て
の
ご
注
意
 

①
次
の
器
物
等
は
、
火
葬
炉
が
故
障
す
る
原
因
と
 

な
り
ま
す
の
で
、
寝
棺
の
な
か
に
絶
対
入
れ
な
い
 

で
下
さ
い
。
 

ド
ラ
イ
ア
イ
ス
、
ス
プ
レ
ー
類
、
ガ
ラ
ス
、
金
属
 

類
、
ビ

ニ
ー
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
等
 

特
に
、
生
花
は
煙
公
害
の
源
と
な
り
ま
す
の
で
、
 

入
れ
な
い
で
下
さ
い
。
 

②
葬
斎
苑
職
員
へ
の
謝
礼
、

心
遺
い
等
は
、
固
く
 

お
断
わ
り
し
て
い
ま
す
の
で
ご
承
知
願

い
ま
す
。
 

ロ
葬
斎
苑
所
在
地
 

五
所
川
原
市
大
字
金
山
字
千
代
鶴
二
七
番
地
 

口
葬
斎
苑
電
話
 
廿
⑩
三
六
二
〇
番
 

道 
乃、 
ム 

館 
弓 
道 

「朝市」21日にオープン 
初日は記念の特売実施 
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行政管理庁では、当市住民の行政に関する苦 

情等の相談に応じ、その解決を手助けするため 一 

次の方を「行政相談委員」 に委嘱しております。 ， 

五所川原市大字姥落字桜木 

行政相談委員 坂本 甚作（ft 3O48番） 

五所川原市字柳町8 

ー
の
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ま

番

れ
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く

手

政

と

一
 
、
行
 
こ

栄
話
 
た
 
る
 

電
 
け
 す

田
 
、
受
 
話

成

頭
を

世
 

ロ
 談
お

員
 
で
 相
 
に

委

料
 
、
身

談

無
 
く
親

相
 
、
よ
 り

政
 
は
も

守

行
談
で

を
 

相
法

密
 

方
秘
 
す。 

相談の内容は、役所の仕事に関することであ

れば何でもよく、例えば、恩給、年金、登記、 

国税、保険、生活保護、環境衛生、農地、郵便

道路、交通、公営住宅、河川、公害、その他一

般許認可、国鉄、電々、専売、公団、公庫、事

業団等のことが対象になります。 

麟鎌溺務弘 

一く＞叱『→・く~~,・＜ソ 

行政相談委員ノ＼ 

り
高
い
老
齢
年
金
を
受
け
た

い
人
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
 

を
使
用
し
ま
す
が
、
加
入
者

が
国
民
年
金
印
紙
を
い
ち
い
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加
入
者
は
保
険
料
を
納
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
 

そ
の
保
険
料
は
、
定
額
で
基

本
保
険
料
と
付
加
保
険
料
と

が
あ
り
ま
す
。
 

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人

に
は
、
免
除
制
度
が
あ
り
ま

す
。
 

四
千
五
百
円
 

四
百
円
 

基
本
保
険
料
 

付
加
保
険
料
 

付
加
保
険
料
は
、
将
来
よ
 

一
 

一
 

カ
月
分
 

カ
月
分
 

、
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
 

希
望
す
れ
ば
だ
れ
で
も
納
め
 

」
 

一
そ
の
保
険
料
は
、
定
額
で
基
 
ら
れ

ま
す
。
 

？
 

一
本
保
険
料
と
付
加
保
険
料
と
 
た
だ
し
、

農
業
者
年
金
加
 

及
び
収
納
代
理
金
融
機
関
）
 
一
 

除
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
 

希
望
す
れ
ば
だ
れ
で
も
納
め
 

ら
れ
ま
す
。
 

た
だ
し
、
農
業
者
年
金
加
 

一
 
付
加
保
険
料
は
、
将
来
よ
 

め
る
に
は
、
国
民
年
金
印
紙
 
の

自
治
組
織
、
婦
人
団
体
、
 

め
る
に
は
、
国
民
年
金
印
紙
 

）
 
基
本
保
険
料
 
ー
力
月
分
 
入

者
は
強
制
加
入
に
な
っ
て
 

印
し
、
納
付
済
通
知
書
と
共
一

入
者
は
強
制
加
入
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
 

一
 
付
加
保
険
料
 
ー
力
月
分
 

保
険
料
の
納
め
方
 

し
ま
す
。
 

保
険
料
の
納
め
方
 

一
四
百
円
 

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
 
こ

の
ほ
か
に
、
町
内
会
等

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
 

【一
 
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
 

荘
ワ
院
レ
立
木・
・
〈
」
 

い
た
だ
き
、
役
場
が
印
紙
を

「
 

「
に
は
、
免
除
制
度
が
あ
り
ま
 

●
て
 
ヘ
ノ
‘
内

上
リ
 
ま
と
め
て
購
入

し
特
別
の
用
】
一
 

保
険

料

と
 

そ
の
納

付
 

商
業
近
代
化
委
員
会
五
所
川

原
地
域
部
会

（部
会
長

・
村
上

五
所
川
原
商
工
会
議
所
会
頭
）
 

の
発
会
式
は
、
六
月
二
日
午
後

一
時
か
ら
産
経
会
館
で
寺
田
市

長
、
上
田
日
本
商
工
会
議
所
産

業
部
長
ら
関
係
者
百
二
＋
人
が

出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

同
地
域
策
定
事
業
は
、
日
本

商
工
会
議
所
が
中
小
企
業
庁
の

委
託
を
受
け
て
行
な
う
も
の
で

本
県
で
は
旧
三
市
に
次
い
で
四

番
目
で
、
都
市
計
画
の
 
「
商
業

版
」
 
と
もい
わ
れ
、
都
市
機
能

を
商
業
面
か
ら
構
造
的
、
地
域

的
に
見
直
し
、
将
来
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。
 

弘
前
大
学
教
授
や
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
地
元
関
係
者
が
五
つ

の
分
科
会
に
分
か
れ
て
、「
地域
 
 

の
発
展
過
程
」
、
「
地域
の
特
性
 

」
、
「
現
在の
地
域
商
業
を
取
り

巻
く
環
境
と
問
題
点
」
な
ど
を

調
査
、
分
析
し
、
提
言
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
同
事
務
局
で
は
、
お

買
い
物
や
通
行
量
調
査
な
ど
、
 

市
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
求
め
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
方
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。
 
 

い
よ
う
に
市
区
町
村
役
場
か

ら
、
国
民
年
金
印
紙
を
買
い

入
れ
る
代
金
を
記
入
し
た
納

一

付
案
内
書
を
加
入
者
に
送
っ
 
ー
 

て
、
近
く
の
銀
行
、
信
用
金

一
 

及
び
収
納
代
理
金
融
機
関
）
 
一
 

に
社
会
保
険
事
務
所
に
提
出
一
 

納
税
組
合
等
が
保
険
料
を
集

一

金
し
て
い
る
市
区
町
村
も
あ
一
 

?
 

計画策定へ地域部会発足 

  

五所川原地域部会の発会式 
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は
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農
業
委
員
の
一
般

選
挙
に
つ
い

て
 

六
月
十
四
日
に
投
票
の
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
の
立
候
補
者
の
届
出
が
締
め
切
ら
れ
ま
し
た
が
、
次
の
よ
う
に
選
挙
す

べ
き
定
数
を
超
え
な
い
の
で
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
第
十

一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
公
職
選
挙
法
第
百
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
っ

て
投
票
を
行
わ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

乳幼児の健康診査 
乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行います。 

該当する赤ちゃんには、受診させるようにして下さい。 

ロ受 付 時 間 午後零時30分から1時まで 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在、病気治療中か他の医療機関で健康診査を受け 

ている乳幼児は、ご遠慮下さい。 

1歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 

月 	齢 対 	象 と 	き と こ ろ 

3 カ月児 
昭和56年 3 月
生まれの乳児 

7月 8日 

市民文化

会館別館 

（旧中央公民館） 
6 カ月児 

昭和55年12月
生まれの乳児 7月15日 

1
6
 

歳
児
 

カ
 
日

”
 
 

昭和55年1月
生まれの乳児 

7月22日 

お
産
の
準
備
と
心
得
 

「
母
親
学
級」
を
開
催
 

岩
‘
 

定 富良清

助賓治造三 

山 笠秋岩外

川 井 田 谷崎 

〇
第
一
選
挙
区
 

選
挙
長
 
原
 

一
 
郎
（
定
数
五
人
）
 

立
候
補
届
出
順
 

（長
橋
字
広
野
二
六
〇
の
一
）
 

（幾
島
町
五
七
）
 

（川
山
字
森
内
九
八

の
一
）
 

（
沖飯
詰
字
鴻
ノ
巣
一
〇
五
の
四
）
 

（
新宮
町
一

一
）
 

〇
第
一
一
選
挙
区
 

選
挙
長
 
菊
池
 
久
左
衛
門
（
定
数
五
人

）
 

立
候
補
届
出
順
 

（広
田
字
下
り
松
一
四
二
の
一
）
 

（
梅
田
字
燕
口
二
六
）
 

（
姥庖
字
船
橋
三
三
）
 

（広
田
字
下
り
松
一
二
〇
の
二
）
 

（梅
田
字
平
野
五
）
 

〇
第
三

選
挙
区
 

選
挙
長
 
佐
々
木
 
茂
雄
 

（
定
数
四
人
）
 

立
候
補
届
出
順
 

〇
第
四

選
挙
区
 

選
挙
長
 
須
 
藤
 
司
 
（

定
数
四
人
）
 

立
候
補
届
出
順
 

成
 
田
 
光
 
雄
 

（
松
野
木
字
震
掛
一
九

）
 
 

義
 
雄
 

（神
山
字
鶏
野
番
外
地
）
 

美
智
明
 

（
野
里
字
牧
ノ
原
八

一
の
二
）
 

松
 
野
 
泰
太
郎
 

（神
山
字
殊
ノ
峰
一
六
の
三
）
 

〇
第
五

選

挙
区
 

選
挙
長
 
三
 
浦
 
一
 
正
（
定
数
五
人
）
 

立
候
補
届
出
順
 

（
飯
詰
字
福
泉
二
六
）
 

（毘
沙
門
字
熊
石
二
六
九
の
一
）
 

（
長富
字
鎧
石
一
八
五
）
 

（飯
詰
字
影
田
沢
八
一
八
の
二
）
 

秀
 
雄
 

（
飯
詰
字
福
泉
五
六
）
 

〇
第
六

選
挙
区
 

選
挙
長
 
桜
 
庭
 
林
 
造
（
定
数
三
人
）
 

立
候
補
届
出
順
 

（
藻
川
字
村
崎
六
九
七
）
 

（鶴
ケ
岡
字
鎌
田
二
三
二

の
一
）
 

（
藻
川
字
蟹
下
九
六
）
 

〇
第
七

選
挙
区
 

選
挙
長
 
渋
 
谷
 
正
 
夫

（
定
数
四
人
）
 

（
太
刀
打
字
早
蕨
五
六

）
 

以
上
選
挙
す
べ
き
定
数
三
十
人
に
対
し
、
立
候
補
届
け
出
者
三
 

十
人
で
す
。
 

（
敬
称
略
）
 
 

丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
育
 
分
か

ら
五
所
川
原
保
健
所
 

て
る
た
め
、
ま
た
安
心
し

て
お
 

ロ
持
参
す
る
も

の
 

産
の
準
備
が
で
き
る
よ
う
五
所
 

母
子
健
康
手
帳
 

川
原
保
健
所
で
は
次
の
日
程
で
 

「
母
親
学
級
」
を
開
き
ま
す
。
 

ぜ
ひ
ご
出
席
下
さ

い
。
 

県
で
は
、
次
の
方
を

「身
体

ロ
と
き
 
六
月
二
十
四
日
（
 

障
害
者
相
談
員
」
 
に
委嘱
し
て

水
）
、テ
ー
マ
 
「妊
娠
中
の
生
活
 
お

り
ま
す
の
で
、
身
体
障
害
者
 

」
 

の
方
は
ご
相
談
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
七
月
八
日
（
水
）
、
 

ロ
身
体
障
害
者
相
談
員

テ
ー
マ
 
「
出産
」
 
中

谷
庄
左
衛
門
（
飯
詰

）
、鶴

ロ
と
き
 
七
月
二
十
二
日
（
 

谷
芳
雄
（
上
平
井
町
）
、高
橋
栄

水
）
、テ
ー
マ
 
「
赤
ち
ゃん
の
保
 
（
種
井
）
、
松
本
一
男
（
川
端
町
 

育
」
 

）
 

ロ
受
付
時
間
及
び
場
所
 

（敬
称
略
）
 

い
ず
れ
も
午
後
零
時
四
十
五
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前横平福伊

田 山 山 士藤 

菓 	嘉智 

司 諭寛吉徳 

斎外宮今

藤崎崎 

勝高竹 

雄代治致 

土 高

岐橋 

鳴柴増太今

海田 田 田

秀勝武盛柾

雄雄文吉義 

乗伊乗

田藤 田

兼春

作夫惇 

（
高
野
字
北
原
一
六
五
）
 

立
候
補
届
出
順
 

（

原子字山元

一一

の二） 

太 田 

平 造 

（金山

字梅ケ

枝一〇一） 

（原子

字紅葉六

一） 

山 内 

啓 司 （一

野

坪字坪実

七七の一一

） 

（前田野

目字長峰九

〇

の一一

） 木 村 

洋 吉 （

吹畑字

藤巻二

三） 

野木 山 太

呂 村内 田

洋啓平

修吉 司 造 

身
体
障
害
者
相
談
員
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「ツ反・BCG接種」 

あなたも献血手帳を 

お子さんの健康を守るためぜひ接種を受けさせて下さ 

いo 
ロ対象乳幼児 生後6 カ月から満 4 歳まで。（ただし、い 

ままでBCGの接種を受けた乳幼児は除きます） 

ロ母子健康手帳 必ず持参して下さい。 

ロ料 金 無料です。 

ロ受付時間 いずれも午後1時から 2 時まで。 

ロ接種場所 市民文化会館別館（旧中央公民館） 

地区別の日程は下記のとおりです。 

地 区 名 ッべルクリン B C 	G 
五小学区、 

可、 	曲 
7 月 7 日伏） 7 月 9 日（村 

栄、三好、 

み どり田丁 
7 月14日吹） 7 月16日（村 

長橋、中川 

梅沢、飯詰 
7 月21日因 7 月23日休） 

松 	島 

松島団地 

毘 沙 門 

7 月27日（月） 7 月29日休） 

南小学区 7 月28日伏） 7 月30日（わ 

,
 
 

や
さ
し
さ
を
行
動
に
H
 

国
際
障
害

者
年
に
理
解

を
と
、
青
森

青
年
キ
ャ
ー
フ

バ
ン
隊
が
五

月
二
十
二
日

五
所
川
原
市
 

『
 
 

を
訪
問
、
街
頭
で
キ
ャ
ン
ペ

ー
 

ン
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。
 

午
前
九
時
、
市
庁
舎
前
お
祭

り
広
場
に
到
着
し
た
一
行
は
、
 

身
障
者
福
祉
会
、
児
童
民
生
委

員
、
日
赤
奉
仕
団
、
更
生
保
護

婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
青
年
 
 

会
議
所
、
手
を

つ
な
ぐ
親
の
会

な
ど
の
代
表
約
百
五
十
人
が
温

か
い
拍
手
で
迎
え
ま
し
た
。
 

会
場
で
は
、
鈴
木
首
相
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
手
渡
し
た
あ

と
、
長
谷
川
市
福
祉
事
務
所
長

が
激
励
の
言
葉
を
述
べ
る
な
ど
、
 

一
行
を
囲
ん
で
の
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

青
年
会
議
所
が

六
万
余
円
寄
付

こ
の
な
か
で
、
五

所
川
原
青
年
会
議
所
 
 

か
ら
、
国
際
障
害
者
年
に
ち

な

ん
で
計
画
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
運

動
で
得
た
益
金
の
寄
付
申
し
出

が
あ
り
、
古
川
理
事
長
か
ら
長

谷
川
所
長
に
六
万
二
千
二
百
八

十

一
円
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
 一
行
と
参
加
者
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
、
「
み

ん
な
の
健
康
教
室
」
が
次
の
日

程
で
開
か
れ
ま
す
。
 

お
気
軽
に
お

い
で
下
さ

い
。
 

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
「小
児
の

皮
膚
病
」
 
につ
い
て
で
す
。
 

ロ
と
き
 
六
月
二
十
六
日
（
 
 

た
ち
は
、
市
内
の
目
抜
き
通
り

を
パ
レ
ー
ド
、
さ
ら
に
四
班
に

分
か
れ
、
街
頭
で
チ
ラ
シ
四
千

枚
を
歩
行
者
に
配
り
、
 
「
や
さ

し
さ
を
行
動
に
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。
 

金
）
午
後
一
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
階

ホ
ー
ル
 

ロ
主
催
 
北
五
医
師
会
、
五

所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

年
間
を
と
お
し
て
聴
講
さ
れ

た
方
に
、
修
了
証
と
記
念
品
を
 
 

差
し
上
げ
ま
す
。
 

「
貧
血
に
つ
い
て
」
 

移
動
健
康
教
室

開
催
 

市
と
五
所
川
原
市
民
保
健
協

議
会
で
は
、
次
の
日
程
で

「移

動
健
康
教
室
」
を
開
き
ま
す
。
 

お
気
軽
に
お

い
で
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
七
月
三
日

（
金
）
 

午
後
一
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
松
島
町

・
松
島

会
館
 

ロ
テ
ー

マ
 

「貧
血
に

つ
い

て
」
 

ロ
講
師

、
木
村
新
三
氏
 

当
日
は
、
健
康
相
談
、
血
圧

測
定
も
行
な
い
ま
す
。
 

街
頭
献
血
の
ご
案
内
 

移
動
採
血
車

「
青

い
鳥
号
」
 
が次
の
日

程
で
街
頭
献
血
を
行

な
い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

ロ
と
き

・
と
こ
ろ

＠
六
月
二
＋
二
日
 

（月
）
 

O
午
前
十
時
三
十

分
ー
正
午
ま
で
、
西

北
中
央
病
院
前
 

〇
当
日
午
後
一
時

三
十
分
ー
三
時
ま
で

五
一
中
通
り
東
北
電

工
構
内
 

ノノ 

「小
児
皮
膚
病
」
に
つ
い
て
 

一
 

一
 

み
ん
な
の
健
康
教
室
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広田団地 

川
 
柳
 

岩
木
吟
社
 

野
 
村
 

大
 
吉
 

さ
り
気
な
い

言
葉

の
う
ら

の
思
慕
を

知
る
 

小
 
野
じ
ゆ

ん
坊
 

定
年
が

空
っ
ぽ
に
し
た
父
の
胸
 

坂
 
本
 
ふ
じ

や
 

友
情
の

深
さ
を

知
っ
た
輸
血

針
 

現
在
、
国
民
年
金

の
未
加
入

者
に
加
入
を

勧
め
て
い
ま
す
が
、
 

お
心
当
た
り
の
人
は
、

早
速
手

続
き
を
し

て
下
さ
い
。
 

国
民
年
金
は
、

二
十
歳
以
上

で
厚
生
年
金
な
ど
、

他
の
公
的

生
ム
皿
制
度
に
入
っ
て
い
な

い
日
本
国
民
は
、
全
員
加

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

制
度
で
す
。
 

国
民
年
金
に

加
入
し
て
、
 一

年
以
上
保
険
料
を

納
め
て
い
れ

ば
、
障
害
、
母
子
、
準
母
子
、
 

遺
児
な
ど

の
年
金
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
 

青
森
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
 

広
田
団
地
内
の
宅
地
分
譲
地
（
 

土
地
だ
け
）
の
購
入
者
を
募
集

し
ま
す
。
 

ロ
分
譲
地
 
五
十
六
戸
分

（
 

予
定
）
 

二
十
五
年
以
上
（
他
の
公
的

年
金
と
通
算
で
も
よ
い
）
 
（
年

齢
に
よ
っ

て
は
期
間
短
縮
が
あ

り
ま
す
）
加
入
す
れ
ば
、
老
齢

年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

加
入
は
、
早
け
れ
ば
早
い
ほ
 

ど
よ
い
わ
け
で
す
。
 

会
社
（
厚
生
年
金
）
、役
所
、
 

農
協
（
共
済
年
金
）
等
を
途
中

で
や
め
た
人
は
、
厚
生
年
金
、
 

共
済
年
金
等
の
期
間
だ
け
で
は
、
 

期
間
不
足
で
年
金
を
受
け
ら
れ
 

ロ
受
付
期
間
 
七
月
六
日

（
 

月
）
、
七
月
十
日

（
金
）
 

午
前
八
時
三
十
分
ー
午
後
四

時
三
十
分
 

ロ
お
申
込
み

・
詳
細
 

青
森
県
住
宅
供
給
公
社
五
所

川
原
支
所
、
市
都
市
計
画
課
（
 

廿
⑩
二
一
一
一
番

・
内
線
二
三

一
一番
）
 

防
火
管
理
講

習
会
 

防
火
対
象
物
の
責
 

任
者
は

受
講

を
 

ロ
と
き
 
七
月
二
十
三
日

（
 

木
）
、二
十
四
日
（
金
）
、午
前
九
 
 

ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
だ
け
で
な
く
、
せ
っ
か
く
給

料
か
ら
天
引
き
さ
れ

て
何
年
も

納
め
た
厚
生
年
金

の
保
険
料
も

掛
け
捨
て
に
な
っ
て
、
 一
生
後
 

悔
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
国
民
年
金
に
加
入

し
ま
す
と
、
厚
生
年
金
、
共
済

年
金
等
の
期
間
と
通
算
さ
れ
、
 

そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
を
珠
数
つ
な

ぎ
に
し
て
一
定
期
間
が
あ
れ
ば
、
 

時
三
十
分
 

口
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

ロ
受
講
手
続
き
 
消
防
本
部

に
備
え
て
あ
る
受
講
申
込
書
に

記
入
の
う
え
、
受
講
料
三
千
円

を
添
え
て
五
所

川
原
地
区
消
防

本
部
予
防
係
ま
で
お
申
し
込
み

下
さ
い
。
 

ロ
受
付
期
間
 
六
月
十
五
日

か
ら
七
月
十
日
ま
で
 

お
詫
び
と
訂
正
 

六
月
一
日
発
行
の
市
広
報
、
「
 

ご
し
ょ
が
わ
ら
」
四
、
五
頁
の

市
の
財
政
状
況
の
記
事
中
、
特

別
会
計
の
執
行
状
況
に

一
部
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
次
の

よ
う
に
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。
 

老
齢
任
ム
皿
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

二
十
歳
に
な
っ
た
人
、
会
社
、
 

役
所
、
農
協
等
を
途
中
で
や
め

た
人
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ

ん
も
、
出
来
る
だ
け
早
く
国
民

年
金
に
加
入
し
て
老
後
の
生
活

設
計
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
 

・

フ
。
 

な
お
、
生
活
が
苦
し
く

て
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
人

に
は
、
保
険
料
の
免
除
と
い
う

制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
社
会
課
 

・

国
民
年
金
係
に
お
間
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
 

ロ
修
了
証
 
講
習
会
の
全
課

程
を
修
了
し
た
方
に
は
、
修
了

証
を
交
付
し
ま
す
。
 

ロ
お
問
合
わ
せ
 
受
講
資
格
、
 

講
習
科
目
な
ど
、
詳
し
く
は
五

所
川
原
地
区
消
防
本
部
（
廿
⑩

二
〇
一
九
番
・
内
線
二
五
ー
一
一

六
番
）
へ
お
間
い
合
わ
せ
下
さ
 

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
、
 

予
算
額
二
十
三
億
一
千
五
百
九

十
二
万
円
は
、
二
十
三
億
一
千

八
百
四
十
五
万
円
に
、
同
収
入

率
八
八

・
〇
％
を
八
七

・
九
％

に
、
同
支
出
率
七
九

‘
五
％
を

七
九

・
四
％
に
そ
れ
ぞ
れ
訂
正

し
ま
す
。
 

宅
地
分
譲
地
の
購
入
者
募
集
 

甲
い
ほ
ど
よ
い
国
民
年
金
の
加
入
 

広
報
紙

の
早
期
配
布

に
ご
協
力
下
さ
い
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